
2025年5月短答後
リスタートセミナー
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はじめに受験生のみなさん 日々に追われ

「公認会計士を志した動機」を
忘れていませんか？

少し立ち止まり
公認会計士の存在価値を

一緒に考えてみましょう

学習開始時に「仕事内容」は聞いたはず

でも 今だからこそ 実感することがあります

今後のヒントや
モチベーションのために



3

講師の経歴
岡本匡央（おかもと・まさお）

年次 履歴

1998年（18歳） 大学入学

2002年（22歳） 短答不合格

2003年（23歳） 短答合格・論文不合格

2004年（24歳） 短答合格・論文合格

2008年（28歳） 修了考査合格（公認会計士登録）

2012年（32歳） トーマツ 退職

現 在（45歳） 監査法人代表社員（監査業務責任者）
TAC講師（管理会計論） ほか
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公認会計士の仕事の特長・収入
特長

①高度な専門知識とスキル

②法的に定められた独占業務

③高い倫理観と社会的責任

④幅広い活躍の場

⑤グローバルな活躍も可能

⑥難関資格としての信頼性

収入

①初任給（監査法人） 500〜700万円

②中間職（監査法人） 800〜1,200万円

③パートナー・独立開業 1,500〜数千万円

④組織内会計士 700〜1,500万円

でも･･･もっと他のことを考えてみましょう
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なぜ公認会計士？

正直に言うと、私も受験生時代は

上記のようなことも考えていました。

でも、実際に20年間仕事をした今は、公認会計士は

「自尊欲求」より高次の「自己実現欲求」を

刺激する仕事であると感じています。

 高度な専門知識とスキルに自己陶酔？

 独占業務に浸り、楽な仕事？

 難関試験を突破した人として周りから羨望されたい？

 いろいろな会社をみて、知識欲を満たす？

 多くの収入をいただくため？
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公認会計士の使命
（公認会計士法 第１条）

公認会計士は、監査及び会計の専門家として、

独立した立場において、財務書類その他の財務に

関する情報の信頼性を確保することにより、

会社等の公正な事業活動、投資者及び債権者の

保護等を図り、もつて国民経済の健全な発展に

寄与することを使命とする。

このフレーズに、

公認会計士の「やりがい」
が隠されています。
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最近あった出来事（1/2）
・大きな仕事の引継（受注）をしました。

通常の監査業務やTAC講師業務と並行して

引継をしたため、ハードな2か月でした。

・受注には、仲間が納得する説明が必要です。

その会社の役員の方、前任の方とお会いし、

寝食を忘れて調べ物をし、問い合わせに回答し、

プレゼンテーション資料を作りました。

無我夢中で取り組むなかで頭にあったのは、

「地位」や「報酬」ではありませんでした。
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最近あった出来事（2/2）
・頭にあったのは、

「この会社の力になりたい」

「それが社会貢献につながる」

という想いだけ。

・2023年6月、てりたまさんのTACセミナーで、

「社会の公器である『会社』のために

仕事をする意義と喜び」を教えていただきました。

「社会に必要とされる会社」を

クライアントにする、使命感と責任感。

それこそが、この仕事のやりがいです。
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三笘薫選手のエピソード
・現在サッカー（イングランド）プレミアリーグの

Brightonで活躍する三笘薫選手。

・川崎フロンターレ時代、1年目から即戦力として

期待されるも、戦術面での迷いが。

・そのとき、鬼木達監督の

「お前は自分で“何ができるか”を分かっている。

自分を信じてやれ。プレーに迷うな！」の

助言に救われたといいます。

素質を見抜き、鼓舞した監督の言葉が、

三笘選手の才能を開花させたのかもしれません。
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公認会計士の本当のやりがい
公認会計士は、

才能を開花させる前の三笘選手のように

 いまは評価されていなくても

優れた【シーズ】を持っている経営者

 いまは利益を計上できていなくても

社会の【ニーズ】に応えている会社

 派手さはなくても、

従業員の雇用を確保している組織

に出会うことがあります。

クライアントへの共感、助言、指導を通じ、

ともに歩んでいく。

その対価が、「熱い感謝」と「高い報酬」です。
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私の信念
私には、監査/コンサルティング業務と講師業務での

信念があります。

同じ気持ちで仕事をしている公認会計士が

世間には多くいます。

「利他の心」こそ、専門家や先達の使命。

「公認会計士の存在価値」と思います。

① その会社がいま、利益が出ていなくても

付加価値や社会的存在意義があれば、受嘱する

② その受講生がいま、数字や論理に弱くても

克服したいという懸命さがあれば、全力で導く
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そもそも「お金」とは？
会計は「お金」の計算の話。

なぜ「お金」（貨幣）は必要？

★価値保存★

金庫保管や預金すれば

富を蓄えられる。

肉のような現物で保有

すると、腐ってしまう。

★価値尺度★

千円と2万円の寿司で

は、後者の方が良いも

のであることが多い。

財/サービスの値打ちを

決める物差し。

★価値交換★

物々交換では、相手は

すぐに見つからない。

お金を媒介とすれば、

素早く交換できる。
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お金のもう一つの意味と、企業価値
・そして、もう１つあると思います。

お金は、何かをしてもらったとき、「ありがとう」の気持ちで

相手に移転するもの。

スタバの代金･･･美味しいコーヒーと、場所への感謝

タクシー代・・・早く楽に目的地に着いたことへの感謝

お金の移転がＰ/L、格納庫がＢ/Ｓ、その総称が「会計」。

数字の羅列と見るか、人間の笑顔の集まりと見るか。

企業価値

＝フリー・キャッシュ・フローの割引現在価値合計

企業の価値は、人々の満足を、将来にわたって、

どれだけ生み出せるか、を貨幣で測定したもの。

どれだけ、「ありがとう」、「笑顔」、「幸せ」を生み出せるか。
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心地よい仕事とは？

・プロの世界の共通点は、

「相手の仕事に対するリスペクト」です。

・公認会計士の仕事は、要求水準は高いですが、

仲間や他士業の方々と仕事をする際は、

お互いを「リスペクト」する間柄です。

・実務家は十人十色で、誰が間違いとかではなく、

長所を伸ばし、補いながら、結論を出していく、

とてもクリエイティブな仕事。

・その空間で仕事をする、心地よさがあります。

サッカー
選手の
抱擁

映画
授賞式の
拍手喝采

対局棋士
の感想戦
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仕事の難しさ（①総合力）
・クライアントが他社に5億円を貸し付けたとき、

公認会計士は、あらゆる面から考えます。

● 財 務 計 算 → 仕訳は正しい？

● 財 務 理 論 → 貸倒引当金は妥当？

● 管理会計論 → 貸す理由と利率は真っ当？

● 監 査 論 → 監査手続は何がいい？

● 企 業 法 → 取締役会承認は不要？

● 租 税 法 → そもそもこれは、貸付？

● 経 営 学 → 新株引受ではないのはなぜ？

いま学習している内容は、

すべて仕事で必要！
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仕事の難しさ（②「士」と「師」）
・「士」であり、「師」でもあることが難しい。

 士：他者より秀でた能力で特殊な業務を遂行する

 師：専門技術や知識を教える立場

・専門家である以上、要求される「ベース」のレベルが

 高いことはもちろん、これに上乗せする形で

「付加価値(バリュー)」を出すことに難しさがあります。

元事象 ベース 付加価値
野球

（コーチ）
ルールを

知る
自分がヒッ
トを打てる

選手が打てる
よう指導する

監査
（会計士）

ビジネスを
理解する

会計基準を
知る

監査実務が
できる

コンサル
（会計士）

懸案事項を
把握する

多くの提案
事例を知る

顧客の業績が
改善する
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仕事の難しさ（③数字への強さ）
・たとえば、任天堂㈱に関する仕事をする際には、

以下の情報を頭に入れておく必要があるでしょう。

・財務数値はもちろん、非財務数値も！
（同社HPより引用）
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「地頭の良さ」とは？
・受験界隈で語られる「地頭の良さ」とは？

生まれ持っている

「頭の回転の速さ」や「考える力」？

・私はそうは思いません。

「物事を思考する際、自身の中にそれを妨害や

遮断する要因がない状況」と考えています。

例 ↓必須というわけではありません。

・基本的な掛算、割算の解答暗記 （ex. 12×12、5÷4）

・全体⇒部分で見る習慣 （ex. 先に資料タイトルを見る）

・基礎、土台、常識の定着 （ex. 割引計算は損益ではなくCF）

⇒この試験で言われる「地頭の良さ」は、

ほぼ後天的なものです。
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「論理」と「情熱」
公認会計士の仕事において、

最強の防具は「論理」、最強の武器は「情熱」です。

いま流行りのAIは、

「論理」は具備できますが、

「情熱」は表現できません。

それが、生身の公認会計士の存在価値です。

強み

論理
（logic）

定量的要素
アカウンタビリティを果たすには、
聞き手が納得する提案をする必要がある

情熱
（passion）

非定量的要素
人間は、最後は「この専門家は本当に自分たち
のことを考えてくれているのか」で心を決める
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さて、振り返って…

ご自身のこれまでの勉強は、

公認会計士の世界に入っていく

覚悟のあるものでしたか？

公認会計士試験は、

会計知識の習得だけでなく、

人間的成長を促す試験です。
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会計の勉強が教えてくれること
・無意識に学習していたかもしれませんが、

会計の勉強は、

こんなにも人生の含意を教えてくれます。
論点 論点の本質

借方と
貸方

ものごとには二面性がある
それを見つめると、本質に近づくことができる

会計事象の
把握

自分の想像ではなく、
まずは「被写体」を直視

原価計算/
F/S分析

複合要因によるものは、分解して考える
全体を動かすには、部分を動かす

管理可能性
どうしようもないことを悩むのは無意味
「定数」ではなく「変数」を動かす

減損の
安定発生

割り算の本質は
基準である「１」の値を求めること

リスク・
アプローチ

二律背反の関係にあるものを
工夫により同時に達成



22

考えが少し変わりましたか？

受験は、人生を切り拓くものです。

自分の生き方を、自分に説明できる人生は

いかがですか（アカウンタビリティ）。

「付加価値」とは未来形成であり、

人生に生きがいを与えてくれるもの。

意思決定に「過去」は不要。

変えるなら今です！
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おわりに
本日のセミナーに参加して

学習を続ける意欲が湧いた！という方は、

昨年実施した以下のセミナーを視聴ください。

きっと、背筋が伸びると思います。

ご静聴ありがとうございました。
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